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1　 は じめに

　 あ る高名な人類学者が、現代 の世界 を 「メデ ィア漬 け社会」と形容 した(Ortner　 1998)。

メ デ ィア とはテ レビやイ ーメール など情 報 を伝 達す る媒体 の総称 であ る。通信 伝達技

術 の発達 によ って、情 報 の伝達 は高速 化 し、 瞬時 に して同一 の情報 が世界 中 に広 が る

よ うにな った。 そ してテ レビや ラ ジオに よ って人 々に伝達 され る情 報が、世 界各地 の

人 々の生活 や文化 に大 きな影響 を及 ぼす よ うにな って きた(例 え ば、Kottak　 1999)。

　 メデ ィアに関す る研 究 は コ ミュニケー ション論や カルチ ュラル ・スタデ ィーズの分

野 で お もに行わ れて きた が(Curran,　 Morley　 and　Walkerdine　 1996;Priest　 1996)、 世 界

の周辺 地域 にお いてメデ ィァの利用 によ って急 激 に変容 を とげる文 化を 目の当 た りに

した人 類学 者 もメ デ ィアを 研 究 す るよ うに な って きた(例 え ば、Lent　 1980;Allen

1994;Moran　 1996;Askew　 and　Wilk　 2002;飯 田2003)。

　 北 アメ リカの北方先 住民 は、特 に1970年 代 以 降、 テ レ ビや ラジオの利用 を通 して世

界 中か らの情報 に接す るよ うにな った。 この ため、人類学者 はイヌイ ッ トや ク リーな

ど北 ア メ リカの先住民社 会 の ラジオやテ レビ、 電話、雑誌 な どに関 す る研究 を行 って

きた(例 えば、Valaskakis　 1979;Graburn　 1982;Valaskakis　 1982;Roth　 1982;Stenbak-

Lafon　 1982;Hanks,　 Granzberg　 and　 Steinbring　 1983;Cranston　 1984;Raudsepp　 1985;

Lucas　 1987;Linttel　 1988;Condon　 1990;Koebberling　 1990;Demay　 1991;Perrot　 1992;

Smith　 and　Brigham　 1992;Blundell　 1993;Bredin　 1993;Burgess　 1993;岸 上1993;Roth

1993;Cook　 and　Orozco　 1994;Framer　 1994;Meadows　 1995;Fiarchiid　 1998;Alia　 1999;

Bird　1999;Madden　 1999;Seberich　 1999;Avison　 and　Meadows　 2000)o

　 本 稿 の 目的 は、現在 の イヌイ ッ トが どの よ うな メデ ィァに接 しているか、 また、 ど

の よ うに メデ ィアを利用 して い るか を素 描す る ことで ある(注1)。
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2　 カナダ ・イヌイッ トとメディア

　 カナダの極北地域では、第2次 世界大戦後、各地 に軍事基地や レーダー基地が設置

されるにっれて、駐屯米兵のために英語によるラジオ放送が定期的に行われるように

なった。1970年 代にはモントリオールからショー トウェーヴ放送で1日1時 間のイヌイッ

ト語による放送が始まった。そ して1983年 にはカナダ政府は北方放送政策を採択 し、

北方先住民が母語 と文化を維持 し、かっ発展させ ることができるように放送番組を制

作 し、 放送す る ことに対 して資金 援助お よび技術援 助 を行 って きた(Smith　and

Brigham　1992:186)0

　私 は1984年 にカナダ ・ケベック州極北部 ヌナヴィク地域にあるアクリヴィク村をは

じめて訪れた時に、放送 メディァにっいて奇妙な光景を目にした。イヌイットの家の

居間には日本製のカラーテレビが置かれてお り、一 日中、スイッチが入れられたまま

であったが、音声は消されていた。一方、 ラジオのボリュームは最大にされ、一 日中、

ラジオ番組が放送されていた。すなわち、人々はラジオを聴きなが ら、テレビの画面

にうつる映像を見ていたのである。テ レビ番組 は英語のCBC放 送、 フランス語のCB

C放 送、英語のCTV放 送の3チ ャンネル しかなかったが、多 くの老人 は英語やフラン

ス語を理解す ることができないため、彼 らにとってテレビは映像をみて楽 しむ道具で

あった。一方、村のラジオは、カナダ放送の英語によるニュース以外は、村人がボラ

ンテ ィアのDJと して音楽を流 したり、地元の情報をイヌイ ット語で放送 した りして

いた。

　それか ら15年後 には、 アクリヴィク村では衛星放送を利用 したケーブル ・テ レビ番

組を40チ ャンネル近 く見 ることができるようになっていた。ラジオ放送もイヌイ ット

語による広域番組 も増加 した。 この20年 あまりの間に、 イヌイットはラジオやテ レビ

を通 して多様な情報に接することができるようになり、彼 らの生活 に大きな影響を及

ぼすようになった。

　私は、2002年9月17日 か ら10月19日 までケベック州のモ ントリオール(Montreal)とクー

ジュアック(Kuujjuaq)村 において、そ して2003年9月10日 から10月9日 までケベック州

のモ ントリオールとアクリヴィク(Akulivik)村においてメデ ィアがイヌイット社会に

及ぼした諸影響に関する調査を実施 した。

　モントリオールはケベック州最大の都市であ り、マクギル大学やコンコーディア大

学にはイヌイット文化や北方メディアの研究者がいる。クージュアック村はウンガヴァ

湾の南端 に位置 し、ケベ ック州極北部ヌナヴィク地域の政治経済の中心である。その

人口は約2200人 で、ヌナヴィク地域で最大の村である。一方、アクリヴィク村 は、ハ

ドソン湾に面す るケベック州北西部 に位置する典型的なイヌイットの村である。その

人口は約450人 である。 これ らの村のほぼすべてのイヌイッ ト世帯 は、テ レビやラジ

オ、 ビデオ機器、電話を所有 し、利用 している。

　モントリオールにおいて私は、イヌイット社会おけるメディアの研究に関する情報
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をマクギル大学の図書館所蔵資料や研究者か ら収集 した。クージュアック村とアクリ

ヴィク村では、イヌイ ットがどのようなメディアを利用 しているかを参与観察す ると

ともに、テレビや ラジオの番組の嗜好について簡単なイ ンタビューによる予備調査を

行 った(注2)。 また、地元のFM放 送局 において関係者 にイ ンタビュー調査を実施 し

た。その結果、 イヌイッ トの人たちは、 日常生活においてFMラ ジオ、テ レビ、電話、

新聞などを利用 し、さまざまな情報を得ていることが判明 した。 この論文は、その成

果の一部としてイヌイッ トのメデ ィアの利用にっいて報告 したものである。

3　 ラ ジオ

　 カ ナ ダの ヌナ ヴ ィ ク地 域 に お け る ラ ジオ放 送 は、CBC　 No曲(注3)やTaqrmiut

Nipingat　 Incorported(「 ヌ ナ ヴ ィクの声」、以 下 で はTNIと 略 称 す る)に よ るヌナ ヴ ィ

ク地域 全体 へ のFM放 送 と村 のFM放 送 局 によ る地 元 の村 だ けを対 象 に した放 送 との2

種 類 に大別 で き る。 ヌナ ヴィク地 域 のすべ ての村 に は村 専用 のFM放 送 局 が存在 して

お り、村 役場 によ って管理 され、2名 前後 のDJを 雇 い、放 送 を行 って い る。

3-1　 CBC　 North放 送 とTNI放 送

　 2003年 現 在 の ヌナ ヴ ィク地域 全体 を対象 とす る ラジオ放 送 は、CBC　 NorthとTNIに

よ る放送 で ある。

　 1970年 代 にはCBC　 Shortwave　 Radio　 Networkが 、 毎 日正午 か ら午後1時 までの1時 間、

モ ン トリオールか らイヌイ ッ ト語 によ る放送 を行 って いた。 そ の後、 かっ ての北西準

州(現 在 の ヌナ ヴ ト準 州)の イカ ルイト(Iqaluit)にCBC　 North支 局 が 開設 され、 クー ジュ

ア ックで はCBC　 Northの 支 局 が1986年 に 開設 され、　Kuujjuuaq　 Tuttavik支 局 と命名 され

た。

　 この ほか に も、 ランキ ン・イ ンレッ ト(Rankin　 Inlet)と ケ ンブ リッジ ・ベ イ(Cambridg

eBay)にCBC　 North支 局 が開設 されて い る。 これ らのCBC　 North支 局 は、 独 自の ラ ジ

オ番組 を制 作す る とと もに、 モ ン トリオ ールや ウイニペ グな ど南 か らの カナダ全体 に

関す るニ ュース番組 や さまざ まな番組 を放送 してい る。

　 2002年10月 の 時点 にお けるヌナ ヴ ィク地域 全域 に放送 されて いるCBC　 Northの ラ ジ

オ番組 は、 時間帯 ごとに紹介 す る と次 の通 りで ある。

　 6:00-9:00　 イ カ ルイ トか ら英語 とイヌイ ッ ト語 での放送

　 9:00-10:00サ ル イ トのTNIが イ ヌイ ッ ト語 で放 送(対 象 はヌナ ヴィク地域 のみ)

　 10:00-12:00　 モ ン トリオ ールか らの英語 の放送

　 12:00-12:30イ カ ルイ トか らイ ヌイ ッ ト語 の放送

　 12:30-13:00英 語 とイ ヌイ ッ ト語 で各地域 の放送

　 13:00-14:00サ ル イ トのTNIが イ ヌイ ッ ト語 で放 送(対 象 はヌナ ヴィク地域 のみ)

　 14:00-15:00　 イ カルイ トか らイ ヌイ ッ ト語 で の番組"Tausnni"

　 15:00-16:00　 ク ージュア ックか らの イヌイ ッ ト語 での放送
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16=00-17=00　 ラ ンキ ン・イ ンレ ッ トか らの イヌイ ッ ト語で の放送

17:00-17:30　 ラ ンキ ン ・イ ンレッ トか らの英語 での放送

17=30-18:00　 ラ ンキ ン ・イ ンレッ トか らのイ ヌイ ッ ト語 での放送

18:00-20:00　 モ ン トリオールか らの英 語で の放 送

20:00-21:00サ ル イ トのTNIか らイヌイ ッ ト語 で放 送(月 曜 日か ら木 曜 日まで)

21:00-22:00　 ク ー ジュア ックか らイヌイ ッ ト語 での再放送(ヌ ナヴ トに も放送)

22:00-22:30　 イ カルイ トか らの イヌイ ッ ト語 での放 送

22:30-23:00　 イ カルイ トか らイ ヌイ ッ ト語 によ る文化関係 の放 送

　 この番組表 か らわか るよ うに、CBC放 送 の枠 を利用 してTNIの ラ ジオ番 組 が1日3時

間放送 されている。 クー ジュァ ック村 にあるCBC　 North支 局 では、1日1時 間 のイヌイ ッ

ト語 によ る独 自の番組 を制 作 し、放送 して い る。 その内容 は、天気 予報、 ヌナ ヴィク

の村 か らの報告(1回 の 放送 で1村 、14回 で 最初 の村 に もどる)、 海外 ニ ュー ス(3-4分 程

度 で、 イ ンターネ ッ トで配 信 されて くる情報 の 中か ら選 ぶ)、 ヌナ ヴ ィク地域 の政治

的 リー ダー との イ ンタ ビュー、 文化番 組(亡 くな って か ら2年 以上 た った古老 が語 っ

たテープを家族か ら許可 を得 て放送 す る)な どであ る。

　 TNIは 、1975年 に ヌナ ヴ ィク地域 の イヌイ ッ トに よって設 立 され た ラジオ とテ レ ビ

の ネ ッ トワーク組織 で ある。 ヌナ ヴィク地域 では1975年 に 「ジェームズ湾 および北 ケ

ベ ック協定 」が締結 され る と、地方政府 と村 々 との間 に コ ミュニケー シ ョンの必要 性

が生 じた。TNIの 最 初 の ミッシ ョンは、 ヌナ ヴィク地域 の村 々を結 ぶ ラ ジオ ・コ ミュ

ニ ケー シ ョンの システムを作 り上 げ ることであ った。TNIは 、 村 々 に低予算 で、低 出

力 のFM放 送 局 を作 ってい った。 また、1978年 に はサル イ ト(Salluit)に ラ ジオ番組 を制

作 す る施 設 を開設 し、 ラ ジオ番組 が制作 され た。 番組 は テープ に録音 され、 各村 のF

M放 送 局 に送 られ、 そ こか ら放 送 された。1980年 に はテ レビ番組制 作 の施 設が サルイ

トに付 け加 え られ た。

　現 在 のTNIの ミッ ションは、 イ ヌイ ッ トの文 化や イ メー ジを促進 させ るため に、 イ

ヌイ ッ トの ラジオ番組 とテ レビ番 組 を制作 し、 イヌイ ッ ト社会 の内外 に放 送す る こと

で あ る。 そ して この組 織 のよ り具 体 的 な目的 は、(1)ヌ ナ ヴ ィク地域 の コ ミュニ ケー

シ ョンを発展 させ る こと、(2)イ ヌ イ ッ トの アイ デ ンテ ィテ ィと関心 を促 進 させ る こ

と、(3)イ ヌ イ ッ トの放送 関係 者、 マネー ジ ャー、技 師 を養 成 す る こと、(4)社 会 、教

育、政 治、 経済 に関す る情 報 を広 める こと、(5)諸先 住民 族 の間の コ ミュニケー シ ョン

を改善 させ る こと、(6)文 化 活 動 を奨励 す る こと、 そ して(7)イ ヌ イ ッ トの伝統 を記録

に残 し、 保存 す る ことで あ る。TNIは1週 間 あた り15時 間 の ラジオ番 組 と30分 間 のテ

レビ番組 を制作 し、放送 して いる。

　現在、 制作 し、 放送 して いる ラジオ番組 は、 放送時 間順 にま とめ ると、 次の とお り

で ある。 すべ てイ ヌイ ッ ト語 によ る番組で あ る。
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　 9:05-10:00番 組 名Qittaisaut(月 曜 日か ら金曜 日まで):ヌ ナ ヴ ィクの村 々か らの

レポー ト、情報、 ニュース、 イ ンタ ビュー、 音楽 な どが お もな内容

　 13:05-14:00　 番 組 名Atsaataut(月 曜 日か ら金曜 日まで):健 康 や教 育 な ど家庭 問

題が お もな内容

　 20:05-21:00番 組 名Siupiruit(月 曜 日と金曜 日):伝 統 的 な文 化や いろ いろな音 楽

などがお もな内容 で、老人 た ちを対 象 と してい る。

　 20:05-21:00番 組 名Tusaruminartut　 (火 曜 日):ゴ ス ペル(キ リス ト教 の教 え)

と キ リス ト教 にかかわ る音楽 が お もな内容

　 20=05-21:00番 組 名Uvikanuulingajut　 (水 曜 日と木 曜 日):若 者 を対 象 と し、現

代音楽 や楽 しい話題 、 トー ク ショーな どが お もな内容

　 これ らの番組 は、現在 の と ころCBC　 Northの ラ ジオ放送 を利用 して ヌナ ヴィク地域

全 体へ と配 信 されて いる。

　 3-2　 ア ク リヴィク村 とクー ジュアック村 にお け るラ ジオ放 送

　 次 に、 クー ジュア ック村 とア ク リヴ ィク村 にお けるイ ヌイ ッ ト語 で の村 のFMラ ジ

オ放送 の状況 にっ いて紹介 したい。 これ らの村 のFM放 送 局 と放送 は、 現在 で は村役

場 によ って管 理、運営 され てい る。

　 クー ジュア ック村 のFMラ ジ オ局 で は、 月曜 日か ら金 曜 日まで毎 日4時 間、10:00-12:

00、14:00-15:00、16:00-17:00の 時 間帯 に独 自の放送 が イ ヌイ ッ ト語 で行 われ てい る。

この時 間帯 には、DJが 音 楽 を放送 す る ことが多 いが、村 人 の伝言 や週 に2度 ほ ど村役

場 か らの知 らせ がDJや 村 の役人 によ って放 送 され る。 ま た、村 人 の誕生 日のお祝 い

の メ ッセ ー ジを放送 した り、 村人 の誰 かが亡 くな った時 に は1日 中 ゴスペ ル ソングを

放送 した りす る。上 記 の時間帯 以外 に は、CBC　 No曲(とTNI)の 番 組 を放送 して い

る。 この放 送局 で は土曜 日は地元 の放送が な く、一 日中CBC　 Northの ラ ジオ番 組を流

して いる。 また、 日曜 日は村 の教会 委員会(Church　 Committee)が ボ ラ ンテ ィアで、13:

00か ら17:00ま で 地元 の放 送 を行 って い る。 それ以外 の 時間帯 には、CBC　 Northの 番

組 を放 送 してい る。

　 アク リヴィク村 のFMラ ジオ局 で は、8:00-9:00、10=00-12:00、16:00-19:00、21:00-23:

30の 時 間帯 に、村 人 のDJに よ る放 送が行 わ れて いる。 そ れ以 外 の時間帯 に は、9:00-1

0:00は サ ルイ トか らのTNIの 番 組 が、12:30-13:00は イ カル イ トか らのCBC　 Northの 番

組 が、13:00-14:00は サ ル イ トか らのTNIの 番 組が、15:00-16:00は ク ー ジュア ック村 か

らのCBC　 Northの 番 組 が、20:00-21:00は サ ル イ トか らのTNIの 番 組 が放送 されて い る。

　 ア ク リヴィク村 や クー ジュア ック村 で はCBC　 Northの 英 語 に よる番組 を地元 の放 送

局 とは異 な る周波数 で も、聞 くことがで きる。村 のFM局 か らの放 送時間帯で あ って も、

1時 間 ごとに(最 初 の)5分 間'は英 語 によ るCBCニ ュー スが放送 され る ことにな ってい る。

両村 で は週 に2回 程 度 ビンゴ・ゲー ムを、村 のFMラ ジオ を利 用 して実施 して い る。

　 クー ジュア ック村 で は、地 元 のFM局 の 放送 とCBC　 Northの 放 送以外 に、 フ ランス
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語のRadio　Canada放 送を聴 くことができる。 また、クージュア ック村では発信施設が

整備されたたあ、村か ら80キ ロメー トル以内の範囲で村のFM放 送を聞 くことができ

る。 さらにクージュアック村では村のFM放 送 をショー トウェーヴでも放送 している

ので、狩猟中にハ ンターは無線機で聞 くことができるようになった。

　 アク リヴィク村では、多 くの家庭において村 のFMラ ジオ局か らの放送が一 日中か

けられているが、特に中高年の世帯でその傾向が顕著 にみとめ られる。一方、若者の

中にはほとんどラジオを聞かない人 もいる。2003年 のアクリヴィク村でのイ ンタビュー

調査 によると、 ラジオを聴 く1日の平均時間は約3時 間30分 であった。さらに、学生や

定職 についている人は学校や職場にいる時間が長いために、それ以外の人よりもラジ

オを聴 いている時間が短い。村人は、午前8時 か ら午前9時 までの時間帯 と正午か ら午

後1時 までの時間帯にラジオ放送をよく聴いているため、村役場か らの告知や情報提

供はそれ らの時間帯になされることが多い。 また、村人が特定の人を探すときや誰か

に電話をかけて もらいたい時には、 ラジオ局 に電話をかけ、DJに 頼んで伝言を放送

してもらっている。 さらにクージュア ックやイカルイ ト、サルイ トか らの放送番組は、

ヌナヴィク地域の他の村の様子やヌナヴィク以外の地域のイヌイッ トの様子を放送す

るので、多 くの村人 は楽 しみにしている。

3-3　 FMラ ジオの利用

　アク リヴィク村においても、クージュアック村 においても多 くの家庭で、 ラジオが

1日中かけっぱなしにされている。彼 らは村内外で起 こった事件や他の地域のイヌイッ

トのこと、天気予報にっいてイヌイット語のラジオ放送を通 して知 ることが多 く、イ

ヌイット語 によるラジオ放送 は、 イヌイ ットにとって重要な情報源である(注4)。

　村のFMラ ジオで重要な機能は、電話とラジオ放送を組み合わせた村 レベルでの情

報の共有 と意見交換である。酒の問題や教育問題などの村人全員がかかわるような話

題を村の役人や古老がラジオを通 して放送すると、 それに関するさまざまな意見が村

人か ら電話を通 してラジオ局に寄せ られ、村全体に流される。 これは1種 のフォーラ

ム機能である。さらにそれ らの情報や意見は村人全体で共有 されることになる。現在

のイヌイットの生き方や志向は多様化する傾向にある。さらにイヌイ ットの村 は、人

口増加によりますます家屋の数が増え、空間的に拡大 し続けている。 このような状況

で個人が他の村民全員に直接的に会 って、意見を交換することは不可能に近い。 しか

し、 ラジオと電話を組み合わせれば、村全体での意見交換が可能である。 この電話と

ラジオ放送を組み合わせたフォーラム機能は、村を社会的に統合す る機能を有 してい

るといえよう。

　また、村役場や学校、病院 ・看護所、生協、 エアー・イヌイ ットか らの連絡や告知

が村のFMラ ジオ局から放送 されている。村人は、特定の人を探 している場合や余分

の食料があり、分配を知 らせる場合に伝言の手段 として、村のFMラ ジオ放送を利用

している。例えば、特定の人Aさ んを探 している場合には、「Aさんに㎜ 番 に電話
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するよ う」 という伝言を放送 してもらう。また、ハンターが大量のカリブーの肉やシ

ロイルカの皮部を持ち帰 った時には、欲 しければ村人 に特定の場所まで とりに来 るよ

うにと放送で村人 に知 らせることが多い。 このように村のFMラ ジオ放送は、村 レベ

ルで情報を伝達 し、共有するための重要な手段である。

4　 テ レ ビ

　 1980年 代 か ら1990年 代 の終わ りにか けて、 ヌナヴ ィク地域 で見 ることが で きた番組

は、CBCの 英 語番 組 とRadio　 Canadaの フ ラ ンス語 番組 、　CTVに よ る英語 の民 間番組

だ けであ った。 しか し、1990年 代 の終 わ りか ら、 ヌナ ヴィク地域 の各村 の生 協が ケー

ブル ・テ レ ビ会社 と契 約 を結 び、衛星 放送 を利用 して、 月額50ド ル の料金 で約40チ ャ

ンネルの番組 を受信 で きるよ うにな った。

　 2002年 に クー ジュア ック村 で見 る ことので きるチ ャンネルとケー ブル ・テ レ ビ局名

は次 の通 りで あ った。2チ ャンネル はEPG(番 組 紹 介)、3チ ャ ンネル はクー ジュア ッ

ク村 の宣伝 ・伝言 番組 、4チ ャンネル はAPTN(先 住 民 ネ トワーク番組)、5チ ャ ンネ

ル はWSBK、6チ ャンネル はCBCN(ニ ュ ース専 門番組)、8チ ャンネル はLIFE、9チ ャ

ンネル はSPACE、10チ ャ ンネル はフ ラ ンス言吾に よるCBC、11チ ャ ンネル はOLN、13

チ ャ ンネル はCOM(コ メデ ィー専 門番組)、14チ ャ ンネル はTSN(ス ポ ーツ専門番組)、

15チ ャ ンネル はTMN1(映 画 専 門番組)、16チ ャ ンネル はONT、17チ ャ ンネル はWDZ

V、18チ ャ ンネ ルはwXYz(CBS)、20チ ャ ンネルはCBCN(ニ ュ ー ス専 門番組)、21

チ ャ ンネル はWTOC、22チ ャ ンネル はCTV、23チ ャ ンネ ル はBCTV(CTV)、24チ ャ ン

ネル はwTvS、25チ ャ ンネル はTQS(フ ラ ンス語番組)、26チ ャ ンネル はRQ(フ ラ ンス

語 番組)、28チ ャ ンネル はTSC(シ ョ ッ ピング番組)、29チ ャ ンネル はTFO(フ ラ ンス

語 番組)、30チ ャ ンネルはRDS(フ ラ ンス語番 組)、31チ ャ ンネルはASN、32チ ャ ンネ

ル はRDI(フ ラ ンス語番組)、33チ ャ ンネル はMMC(音 楽 専 門番組)、　DSC(デ ィ ス

カバ リー)、35チ ャ ンネル はTBS(ス ーパ ー ステイ シ ョン)、36チ ャ ンネル はSNN、37

チ ャ ンネル はTVO(Access)、38チ ャ ンネル はNTV、39チ ャ ンネルはCBCM、40チ ャ

ンネルはTVA(フ ラ ンス語番組)、41チ ャ ンネルはA&M、42チ ャ ンネル はYTV、43チ ャ

ンネル はFOX、44チ ャ ンネル はTLC、45チ ャ ンネル はBRV、46チ ャ ンネルはSCN(Sho

wCase)、47チ ャ ンネル はHIST(歴 史 関連 番組)、48チ ャ ンネルはCMT(音 楽 専 門番

組)、49チ ャ ンネル はTOON(漫 画 専門番組)、52チ ャ ンネル はCNN(ニ ュ ース専 門番

組)、54チ ャ ンネル はTMN2(映 画 専門 番組)、55チ ャ ンネ ルはTMN3(映 画 専門番組)、

57チ ャ ンネル はTMN4(映 画 専 門番組)で あ る。 この うち アメ リカ の番組 はデ トロイ

トか ら配信 されて いる。

　 ア ク リヴ ィク村 において も、 クー ジュア ック村 にお いて もほぼす べての世帯 が生 協

を通 して ケー ブル ・テ レビに加入 して お り、 ニ ュース、映 画、音楽、 キ リス ト教、 ス

ポー ツ、漫画 か らポル ノまで幅広 い番組 を見 る ことがで きる。 また、 クー ジュア ック
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村で は、Bell　Express　 Vu(ベ ル ・カ ナダの関連会社)に よ る衛 星放送 が ケー ブル ・テ

レビとは別 に配信 されてお り、契約 を結 び、 月額100ド ル の料金 を支 払え ば、100チ ャ

ンネル以上 の番組 を見 ることがで きる。

　 TNIはNunavimiut(「 ヌ ナ ヴィクの住人 」)と い う30分 間 の テ レビ番組 を制 作 し、

火 曜 日の午 後2時 か ら2時30分 までAPTN(先 住 民族 テ レ ビネ ッ トワー ク)の チ ャ ンネ

ルで放送 してい る。 この番組 はヌナ ヴ ィクのイ ヴェ ン トや政治、文 化、狩 猟や キ ャン

プのよ うな伝統 的 な活動 に関す る ものが多 い。

　 アク リヴ ィク村で の2003年 の イ ンタ ビュー調 査 に よ ると、1日 の平均 的 なテ レビの

視聴 時 間 は約4時 間で ある。 ラジオ と同様 に学生 や定 職 にっ いてい る人 の方が、 そ れ

以外 の人 よ りも視聴時 間が短 い傾 向 にある。番組 の 嗜好 にっ いて は世代差 や男女差 が

見 られ るが、 あえて一般化 すれ ば、 デ ィスカバ リー・チ ャンネルの よ うな動物 や自然、

世界各地 の風物詩 につ いて の番組、 アクシ ョン映画な ど映画番組、 ホ ッケーなどスポー

ツ番組 、 コメデ ィー番組 を好 んで見 てい る。現代 の イヌイ ッ トの人 々 は、娯楽 と して

テ レビを見 る ことが多 いが、 ニュース番組や ドキ ュメ ンタ リー番組 を通 して世 界各地

で発生 して い る事 件や災害 にっ いて驚 くほどよ く知 ってい る。

　先住 民 テ レビネ ッ トワーク(Aboriginal　 People　 Television　 Network)に よ るカナ ダ

の先住 民(フ ァース ト・ネ ーシ ョンズ、 イヌイ ッ ト、 メー テ ィス)の 多様 な世 界 に関

す るテ レビ番組 が放 送 されて いるが、 イ ヌイ ッ トに関 す る番組 は少 な く、 かっ放送時

間帯 が昼間で あ るた め、 イ ヌイ ッ トの人た ちはあ ま り見 て いない との ことであ った。

　 イヌイ ッ トは南 に住 む カナ ダ人 やアメ リカ人 とまった く同 じテ レビ番組 を同 じ時間

帯 に見 て いる。彼 らにと って テ レビは娯楽の手段 のみ な らず、社会 の外部 か らさまざ

まな情 報 を入手 す る重要 な手 段で あ るといえ る。

5　 電話

　電話はイヌイットの現代の日常生活において不可欠な通信手段である。電話を利用

すれば、村内外の家族や親族、友人 に連絡を取ることがで きる。 また、村のFMラ ジ

オ局に電話をかければ、村全体に情報を流すことができる。さらに、サルイ ト村やクー

ジュア ック村のラジオ局に電話をかければ、ヌナヴィク全域に情報を流す ことがで き

る。

　アク リヴィク村のイヌイッ トは、おもに村内の家族や親族、友人、仕事場の同僚な

どにもっとも頻繁 に電話をかけている。食事への招待や何かを借用 したい時の打診、

狩猟や仕事の打ち合わせなどに電話を利用することが多い。また、すでに紹介 したよ

うに、連絡を取 りたい人物を探す場合には、村のラジオ局 に電話をかけ、伝言を放送

してもらうことができる。

　他の村やモントリオールなど都市に住む家族や親族、友人に電話で連絡をすること

があり、お互いに会 うことができなくても、電話をかけることによりお互いの状況を
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知 らせあうことがで きる。特に、村外に住む家族、親族、友人の消息、出産、死亡に

っいての情報を電話によって得 ることができるようになった。電話 は、物理的に離れ

ていても人々の心を結びっけ、社会関係を維持 させる機能がある。 また、お金を他の

村に住む家族や親戚に無心する場合や他の村の親族や友人 に何かを送 って くれるよう

に依頼する場合 にも電話が利用されている。

　電話の基本料金 は約50カ ナダ ・ドルである(注5)。 あるイヌイ ットの家庭の2003年

8月の電話代 は275ド ルであった。その世帯に住むイヌイットは、隣村のプヴニッック

村(Puvimituq)や モントリオールに住んでいる家族や親族 に電話をかなりの頻度でかけ

ていた。

　 このようにイヌイットによる電話の利用は情報交換機能だけでなく、 イヌイ ット間

の物理的距離を短縮させ、社会関係を維持する手段 として機能を果たしているといえ

る。

6　 文字媒体

　イヌイット語の文字媒体 は、聖書や新聞などに限 られており、その種類はあまり多

くはない。その中で、アクリヴィク村のイヌイットがもっとも頻繁 に読んでいるのは、

ヌナチャック ・ニュース(Nunatsiaq　News)と いうヌナヴト準州のイカルイ トで週に1度

の割合で発行されている新聞である。 この新聞では、 ヌナヴト準州やヌナヴィク地域

の政治、経済、文化、事件などに関する記事や政府関係や一般企業の広告、求人情報

が英語 とイヌイ ット語で出版されている。アクリヴィク村などではこの新聞紙 は生協

の店舗で村人に無料で配布 されている。

　マキヴィク(Makivik　Corporation)と いうヌナヴィク地域の政治経済団体が発行する
マキヴィク・マガジー ン(Makivik　Magazine)カ�G 刊で発行されている。 この雑誌は、マ

キヴィクの活動を中心にヌナヴィク地域の政治経済 に関す る情報を掲載 している広報

誌である。

　電話でオーダー し、郵送で商品を入手す るための通信販売用のカタログが シアーズ

などからアク リヴィク村のイヌイッ トにダイ レク トメールで送 られてきている。 これ

らのカタログを利用 して衣料品やク リスマス・プレゼントを購入 している。 また、 ア

ク リヴィク村の滑石彫刻家たちの何人かは、イヌイット・アー ト財団が発行するInuit

A貢Quarterlyを 定期購読 している。

　上記のほかに、村の看護所、社会福祉事務所、ケベ ック州政府事務所、村役場 には

政府関係の広報用や情報提供用のパ ンフレットやチラシが置かれており、村人 は入手

し、読む ことができる。

　多数の文字媒体が存在 しているが、多 くのイヌイットの間では聖書やヌナチャック ・
ニュース紙を例外にすれば、文字媒体を読む ことはあまり一般的ではない。
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7　 その他の媒体:ビ デオ、インターネ ットの利用、GPS、 無線機

　 これまで紹介 してきた情報媒体以外に、無線機(VHF　 Radio)、 ビデオ、インターネッ

ト、カメラ、 ビデオ撮影機、GPS(Geographical　 Positioning　System)、 ファックスなど

がイヌイット社会で利用 されている。

　 カメラやビデオ撮影機を持 っているイヌイットは、子供の成長過程、結婚式やク リ

スマスのゲーム大会などのイベントを撮影す ることがある。

　 また、 ビデオ映画を生協などか ら借 りてみるイヌイ;ソトや自宅に多数の ビデオ映画

のカセ ットを所有 しているイヌイットが多数いる。 また、任天堂やソニーのプ レース

テーションのようなテレビ・ゲームがイヌイットの子供の間に普及 している。 イヌイッ

トは余暇に ビデオ映画をみたり、テレビ・ゲームを楽 しんだりしている。1980年 代 の

イヌイッ トは、狩猟や仕事が終わると、余暇を利用 して村内に住む家族や親族、友人

を頻繁 に訪ね歩いていたが、現在のイヌイ ットは家の中にとどまる時間が長 くなり、

他の家を訪問する頻度が減少 してきている。

　役場関係や学校関係の事務所や生協では、村外にある関係機関や業者 との通信に電

話とファックスを利用 していることが多い。コンピューターやそれを利用 したインター

ネ ットはイヌイットの間ではほとんど普及 していないが、学校ではホームページの検

索・閲覧やイーメールによる他者 との交信を学校教育の一部として行 っている。また、

学校関係者や政府関係者の中には、仕事場でイーメールを利用 しているイヌイットが

いる。

　キ ャンプや遠隔地に狩猟に行 くハ ンターは無線機を持参 し、他のキャンプ地や村 に

いるハ ンターと交信 している。狩猟の情報を交換す る手段 として、また危険な目にあ

った場合には救助を求あるたあの緊急連絡用の手段として、無線機が利用 されている。

キャンプ地同士やキャンプ地 と村 との間での無線機を利用 した交信は、村人の楽 しみ

のひとっである。最近では、狩猟中の遭難を避 けるために、GPSの 端末器を持っハ ン

ターや レンジャー隊員がいる。

8　 結語

　 この20年 の間にイヌイ ット社会ではメディアの種類が急激に増加 し、かっ多様化 し

てきた。現代のイヌイット社会では多様なメデ ィアが日常のあらゆる場面で利用され

ており、 日常生活や狩猟活動、余暇の過ごし方 に大 きな影響を与えている。 メディア

は社会の変化を生み出す要因であるとともに、社会や文化を維持するたあの重要な手

段でもある。

　本稿では、現代のイヌイ ットの人々が複数のメディアをどのように利用 しているか

を素描 した。世界の周辺地域に住むイヌイットはメディアの普及 と活用により、われ

われと同 じ情報に同 じ時間に接することがで きるようにな った。イヌイットはわれわ

れ とは地理的に離れていても、社会的にかっ時間的には同一の世界に住む隣人である
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といえよう。 これは経済や文化のグローバル化の1側 面をあらわす現象の一っである。

　 ここで述べたことを整理すれば、次のようになる。

　 (1)イヌイ ット社会では、文字媒体よりも視聴覚媒体の方がより高い頻度で利用 さ

　　 れている。

　 (2)村内FMラ ジオと電話 は、村の中や他の村 との情報交換や情報を得るためのもっ

　　 とも重要なメデ ィアである。村内FMラ ジオ放送 は、電話を利用することにより

　　村 レベルで情報を伝達 し、検討するフォーラム的な機能を有 している。さらに村

　　全体で情報を共有するための最 も重要な手段である。

　 (3)電話は、村外 に住む家族や親族、友人 との連絡に利用 されており、社会関係の

　　維持や相互扶助の機能を果た している。

　 (4)テレビ放送およびCBC　 NorthやTNIの ラジオ放送 は、村外か らの情報を得 るたあ

　　や娯楽のためにイヌイットによって利用されている。

　 (5)学校教育の現場 や役場仕事 において コンピューターが普及 し、 インターネ ット

　　 の利用が一部では行われているが、2003年 の時点では一般家庭にまでは浸透 して

　　 いない。

　(6)ビデオ、テレビ・ゲーム、ケーブル ・テレビなどは、イヌイッ トの余暇の過ごし

　　方に大 きな変化をもた らしてきた。特 に、余暇時間における他の家への訪問頻度

　　が減少 してきている。

　また、本稿ではふれることができなか ったが、多数のイヌイットの政治団体や経済

団体、村役場などが独 自のホームページをインターネット上 に開設 し、世界中に情報

の発信を行 っている。イヌイットがいかなる情報をいかなる目的で世界に発信 してい

るか といった、イヌイットによるイ ンターネットの利用に関する研究 は、今後の課題

としたい。

注

(注1)本研究は、スチュアー トヘンリ教授(昭 和女子大学)を 代表 とする日本学術振

興会の科研プロジェク ト 「カナダ先住民社会 におけるメディアの諸影響」の成果の一

部である。研究分担者 として現地調査の機会を与えて くれたスチュアー トヘ ンリ先生

と日本学術振興会に対 し、感謝の微意を表 したい。

(注2)2003年 にアク リヴィク村の実施 したインタ ビュー調査では、14人 にテレビ、 ラ

ジオ、電話などにっいて質問を した。今回のイ ンタビューに参加 して くれた人の約半

数が30歳 代の無職の男性であり、村の人口全体を代表 したものではないことを明記 し

てお く。 このインタビュー調査 は継続中であり、 ここで提示 した傾向は予備的な結果

である。

(注3)な お、CBCと はCanadian　Broadcasting　Corporation(カ ナダ放送会社)の略で、
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日本のNHKに 相当するテ レビ・ラジオ番組制作・放送組織である。

(注4)カ ナダの先住民のラジオ放送については、一般的に次のよ うにいうことができ

る。村の放送局は村の情報や娯楽を村入に提供する。地域全体の放送局は地域や文化

に関連す る番組を制作 し放送 している。初期のCBC放 送はカナダ全体 に関する番組

を制作 し、放送 していた(Smith　and　Brigham　 1992:187)。

(注5)カ ナダの電話料金の制度では、村内への電話代 は基本料金に含まれているため、

何度かけても料金を取 られることはない。
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